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平成23年6月下旬に平成23年度静岡大学職員海外派遣研修の参加メンバーが決

 定し、8月上旬からの米国UNOへの派遣研修へ向け慌ただしく準備が始まった。空路

 にて11時間30分程の米国ミッドウエストのネブラスカ州オマハ、静岡市とは友好姉妹

 都市である。またUNOは静岡大学との交流協定校であり国際文化交流の拠点として

 静岡大学からは多くの学生が交換留学に訪れている。

今回米国オマハの滞在をコーディネートしていただいたUNO国際学生課のアシスタ

 ントディレクター、ローリーさん、マネージャーのケン氏はかつて静岡大学に留学をし

 たOB、OGであり、日本、静岡、静岡大学への愛情はひとしおであった。彼らと静岡大

 学が築き上げたこのフレンドシップは人は変われど永久に続き国際交流の在り方を

 色々な人に考えていただき、多くの人の支えで成り立っていることを直に感じて欲し

 い。

UNO学長室にて

 

John E.Christensen

 
UNO学長と記念撮影。

はじめに



オマハはアメリカ合衆国ネブラスカ州の東端に位置する同州最大の都

 市である。人口は約41万人で都市圏人口は100万人弱。ミズーリ川の西

 岸に位置し、ゴールドラッシュの頃から交易拠点として栄えた。ユニオン・

 パシフィック鉄道（大陸横断鉄道）の開通後、その東の起点として発達。

 今日では周辺の農業、畜産の拠点となっている。酪農、畜産加工などの

 食品工業が発展している。またIT関連産業の進出も見られ、金融保険証

 券業も栄えている。街の名はこの地を領土としていたインディアン部族の

 オマハ族に由来している。現在はアメリカのテレコミュニケーションの中心

 地でもある。日本の静岡市とは昭和40年4月日に姉妹都市になっている。

 空路は成田からミネアポリス経由で11時間30分程。

オマハとは

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/3/30/OmahaNE_Aerial.jpg


UNOはネブラスカ州の最大の都市オマハの中心に所在して、将来を見通した、総合首都の大学と

 考えられています。学士号から博士の程度までアカデミックな少佐の幅広い範囲を提供して、UNOは、

 首都のセッティングで厳格な学生が堅固な教育を求める場所になっています。プロジェクトを学んでい

 る研修期間とサービスを通しての教室の、そしてそれの外側の学習の十分な機会で、社会と彼らの

 選ばれた分野のリーダーシップ役割を引き受けるために、UNO卒業生はよく準備され社会に巣立って

 いきます。UNOは学問的、創造的努力に対する高い国家的な認知を持つ約15,000人の学生を有して

 います。UNOの教職員はまさしくその最高を彼らの分野において代表しています。そして、国家教育

 賞を得て、連邦研究資金提供を確保して、関心の彼らの分野で知識の限界を進めています。そして、

 学生がハイスクールから大学まで、そして、大学から専門の世界または更なるアカデミックな趣味ま

 で円滑な移行をするのを手伝う準備ができている状態で大学スタッフが存在しています。UNOのゴー

 ルは教職員の注意、専門知識と資源をUNO教職員の最も重要な責任に集中させることになっていま

 す。（UNO学長 ジョン クリステンセン氏のメッセージより）

ＵＮＯとは



日 時間 訪問先・内容
8/8 16:00 成田空港発

16:15 オマハ空港着
8/9 9:45‐10:15 ネブラスカ大学オマハ校ジョン・クリステンセン校長へ挨拶

10:15‐11:15 International Officeにてミーティング（国際交流関係）
11:15‐12:00 図書館等施設見学
12:00‐13:00 静岡大学留学生との昼食会
13:00‐14:00 サウスキャンパス（工学部）内見学
1400‐16:00 オマハ市内ラウリッツェン庭園見学

8/10 9:00‐10:15 危機管理・人事関係についてミーティング
10:15‐11:00 International Officeにてミーティング(留学生についてなど)
11:30‐12:45 サウスキャンパスにて昼食、学生寮見学
13:15‐13:45 Accounting Servicesにてミーティング（会計関係について）
14:30‐16:30 オマハ市内ダラム博物館及びダウンタウン見学
19:00‐20:30 オマハ市内レストランにて食事会

8/11 9:00‐10:00 UNO Foundation（基金事務局）内見学及びミーティング

10:30‐11:30 International Officeにてミーティング（カリキュラム関係など）
11:30‐12:30 オマハ校音楽学部教職員の方々と昼食会
13:00‐14:00 保健センター内見学及びミーティング
14:30‐16:30 オマハ市内動物園見学
18:30‐20:30 オマハ市内公園にてジャズ鑑賞・夕食

8/12 10:00‐11:00 学務関係についてミーティング
12:00‐16:00 ショッピングなど（自由時間）
18:00‐19:30 ファイナルミーティング（大学内での夕食会）

8/13 11:00 オマハ空港発
8/14 16:30 成田空港着

滞在スケジュール



事務局(Administration building)



図書館(Library)

サウスキャンパス(South Campus)

無人の新聞販売

図書館のカフェ

言語学習センター

グループワークルーム

スポンサーになっ

 
ている企業の数々

サウスキャンパス外観

掲示板



保健センター（ＵＮＯ

 
Health Service)

学生寮

遊技室

玄関とメール

 
ボックス

寮の外観

部屋の内部

受付の様子

診察室

レントゲン室

カウンセリング室

分析室



スポーツジム（Sports gym)

ＭＢＳＣ（Milo Base Student Center)

会食用の部屋

売店

学食の様子



見学に来ている子ども達

College of Arts&Sciences

 
の学生製作による広場

女子トイレ内の子連れ女性への配慮

学内のレンタサイクル

新入生や新任教職員用の

 
セミナーハウス



ネブラスカ大学
 Accounting Servicesにて打合せ

 8月10日（水）
 

１３：１５～１３：４５

①教員の発注権限について

• 静岡大学

1物品50万円未満、総額

100万円未満発注可能。

ネブラスカ大学

教員発注権限

5千ドルまで発注可能。



②物品の検収について

ネブラスカ大学

検収の対象となるもの

５千ドル以上のもの

• 静岡大学

全てのものが

検収対象



③業者への支払について

ネブラスカ大学

業者の支払は週に１回

出張旅費も同様

• 静岡大学

毎月１０日と２５日

の２回



④備品管理について

ネブラスカ大学

備品という概念がない。
古くなったものは外部

 へ売却している。
購入額と売却額を記録

 し残している。

• 静岡大学

５０万円以上を固定資
 産として、１０万円以上

 を少額資産として管理。



災害対策への取り組み

訪問日：2011年8月11日
訪問先：Administrating Building
対応者：Ms Lori Arias

●緊急事態マニュアル
ケース別対応マニュアルがあり、対処方法、

 連絡先や避難場所が記載されている。

●シェルターの設置
建物内にトルネードシェルターが設置されている。

Tornado Shelterの標示

緊急事態マニュアル



●全学的な避難訓練について・・・実施していない

●警報について・・・非常時には館内放送やＰＣで周知する

●Health Serviceの災害対策・・・災害時における地域の拠点としての役割

災害対策への取り組み

緊急用のスピーカー



UNOのＦａｃｕｌｔｙ
 

Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ

●ＣＦＤ(Center for Faculty Development)とその業務

●FacConnect・・・ＦＤ情報を掲載するポータルサイト

●Ｗｏｒｋｓｈｏｐ・・・毎月定期的に実施

●ＴＡＢｓ・・・授業アンケート

教員用のteachingテキスト
FacConnectのトップページ



UNOのＦａｃｕｌｔｙ
 

Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ

●ＵＣＡＴ（University Committee for the Advancement of Teaching)

 ・・・教育開発に係わる事項を担当する委員会。

 各学部の教員（8名）と学生委員、職員（1名ずつ）で構成されている

●CFD以外の部局での取り組み・・・Academic Partnership for Instruction、

 Civic Participation Project

 
等

ＵＮＯにおけるＦＤの構成



おわりに

ご静聴ありがとうございました。
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